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聴覚障害幼児・児童に対する⽇本⼿話指導教材の開発とその実践的応⽤
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Research Abstract

近年、ろう学校幼児部の中で、遊びを通して⼿話によるコミュニケーションを深める実践は多くなされているが、⼩学以降の教科学習を可能にするためには、⼀定以上の⼿話⼒が求めら
れる。そのためには、教師と⼦どもとの⼿話による会話だけでなく、いつでも同じ表現を⾒ることができ、また繰り返し使うことのできる⼿話ビデオ教材が有効であると考えられた。本
研究では、幼稚部の活動の中で⽤いることのできる⼿話ビデオ教材を作成し、⼿話の⼒を⼩学以降の教科学習につなげていくモデルを提案した。 
平成17年度に⾏ったろう学校教員へのインタビュー調査により、⾏事や幼児が⽇常体験している⾝近な出来事を題材にした⼿話エピソードが教育現場で使いやすいということが明らかに
なったため、平成18年度は、演劇活動も⾏っており、⽇本⼿話が第⼀⾔語であるろう者2名の協⼒を得て、ろう児の⾝近な話題について約20のエピソードを⼿話で表現してもらい、それ
をビデオ収録した。 
その上で、収録したビデオを、ろう学校教員(ろう教員2名,聴者教員2名,難聴学級教員1名)に⾒てもらい、⼦どもの教育的観点からエピソードの修正を⾏い、より教材として適切なストー
リーになるよう改良を⾏った。その上で再度、⼦ども向けに改良されたエピソードを⼿話が第⼀⾔語であるろう者に⼿話で語ってもらい、スタジオで撮影を⾏った。編集作業を⾏った
後、最終的に作成された教材として、幼稚部の⼦どもたちにとって⾝近な12の話題から構成された⼿話ビデオが出来上がった。本来であれば、そのビデオをろう学校の幼稚部に配布し、
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実際の教育実践の中で使ってもらった上で評価を⾏う必要があるが、時間的に問に合わず、いくつかのろう学校に配布するだけで終わってしまった。今後、ビデオを使ったモデル授業の
提案や現場の先⽣との研究授業の積み重ねなどをしていくことが必要であろう。
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